
県教育委員会における不祥事防止の取組

教育局行政部長 髙安 賢昌



懲戒処分の状況と傾向について（概要）

概 要

対象年度 性犯罪・性暴力等事案件数

H27～R6年度（過去10年） 64件（41.3%※全155件中）
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36% 19% 29% 50% 41% 56% 73% 44% 61% 40%

※各年度の性犯罪性暴力等事案の割合

Point：近年は性暴力等事案の割合が高い

性暴力等事案の件数が
H18以降最多



啓発資料（毎月）・リーフレットの発行
「SNSの禁止」「私物端末での撮影禁止」

などの生徒対応の留意事項の明確化

研修用映像資料の作成教職員の倫理に関する指針の作成

県では、令和３年にわいせつ事案防止対策有識者会議を設置し、有識者会議からの提言を踏まえ、性犯罪・

性暴力等事案の根絶を最重要課題とした様々な取組を実施。

不祥事防止の主な取組

県教育委員会の不祥事防止の取組
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上記の内容を含む「神奈川県教育委員会不祥事防止取組方針」を策定し取組を推進
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②研修用映像資料（ドラマ仕立て） ③新採用職員向けリーフレット①教職員の倫理に関する指針

神奈川県公立学校教職員の

倫理に関する指針

令和３年９月３日
神奈川県教育委員会

携帯用カードも
作成

人権を尊重します。
あらゆる差別、偏見及びハラスメントにつながる言動を行わず、
子どもをはじめ、すべての人の人権と多様性を尊重します。

子どもを大切にします。
子どもへの愛情を持ち、子ども一人ひとりへの理解と共感をもと
に、その健やかな成長に寄り添います。

自己研さんに励みます。
社会の変化への対応や、教育活動の充実・向上に向けて、常に自
己研さんに励みます。

組織の一員としての自覚を持ちます。
学校組織の一員であるという自覚を持ち、教職員全体で協力し
て、子どもたちが安心して学ぶことができるよう、教育活動に組
織的に取り組みます。

法令等を遵守します。
教職員としての使命とともに、社会の一員であることを自覚し、
法令等を遵守して、信用失墜行為や教職員全体の不名誉となる行
為を行うことなく、県民の期待と信頼に応えます。

教職員が守るべき基本的な５つの姿勢

県教育委員会で作成した主な研修資料等

児童生徒へのわいせつ行為に
つながる具体的な場面を想定
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令和５年度の性暴力等事案の急増を受けての対応

Ⅰ教育長メッセージ動画の発出（R6.1.25）

Ⅱ教育委員会委員連名の緊急メッセージの発出（R6.3.22）

県立学校の全教職員に対して、不祥事は誰でも起こす可能性があることを認識し、自身を

律した行動が必要であること等を伝える、教育長からの緊急メッセージ動画を配信した。

性暴力等事案が急増した状況を危機的なものとして、県立学校の全教職員に対して、

教職員としての自覚を持ち、自律した行動を要請する、

教育委員会委員連名の「不祥事根絶に向けた緊急メッセージ」を発出した。



今年度の不祥事防止の新たな取組

Ⅰ警察ＯＢと連携した取組

Ⅱ性暴力防止に携わるNPO法人と連携した取組

逮捕された場合の自身の人生への影響等について、警察ＯＢのリアルな体験談をもとに講義を行う。

Ｒ７年８月に研修動画をYouTubeに限定公開し、県立学校の教職員に視聴させる。

各学校の一般教員にも性暴力等防止研修の企画・講師を担当させる取組を推進するため、NPO法人の協力を

得て、研修企画時の留意事項等をまとめた映像資料を作成し、各学校における取組を促進する。

狙い：人生への多大なる影響を実感

狙い：アウトプットによる理解の定着

Ⅲ知事部局と連携した取組

「学校における犯罪被害者等対応研修」（くらし安全防災局主催）の受講促進、「教職員向け被害児童生徒対

応支援ブック」（同局作成）の配付・周知

狙い：性暴力被害への対応力向上
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